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子
ど
も
は
「
地
域
の
宝
・
社
会

の
宝
」
で
す
。
子
育
て
は
、
未
来

の
日
本
を
支
え
る
人
材
を
育
て
る

こ
と
で
す
。

　

か
つ
て
、
私
た
ち
の
周
り
に
は

三
世
代
同
居
の
家
庭
が
多
く
、
親

以
外
に
も
多
く
の
人
が
子
ど
も
た

ち
に
関
わ
っ
て
い
ま
し
た
。
子
ど

も
た
ち
も
、
年
の
違
う
子
と
遊
び
、

自
分
よ
り
小

さ
な
子
ど
も

の
世
話
を
し

て
い
ま
し
た
。

　

と
こ
ろ
が
、

現
在
は
、
生

活
様
式
の
変

化
に
と
も
な

い
地
域
の
つ

な
が
り
も
少

な
く
な
り
、

子
育
て
を
助

け
て
く
れ
る

人
や
、
相
談

で
き
る
人
が

身
近
に
い
な
い
と
い
う
状
況
に
あ

り
ま
す
。

　

そ
ん
な
中
、

渭
東
地
区
で
は
、

子
育
て
や
教
育

を
応
援
し
よ
う

と
子
ど
も
の
支

援
事
業
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

　

二
十
七
年
度

か
ら
の
大
き
な

事
業
と
し
て
、

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

フ
ェ
ロ
ー
シ
ッ

プ
７
７
主
催
の
、

「
福
島
小
学
校

区
通
学
路
ス
タ

ン
プ
ラ
リ
ー
」

が
あ
り
ま
す
。

　

こ
れ
は
、
新
学
期
が
始
ま
る
前

に
地
域
の
人
と
マ
ッ
プ
を
持
っ
て

通
学
路
を
一
緒
に
歩
き
、
危
な
い

川
や
池
は
な
い
か
、
道
幅
が
狭
い

の
に
交
通
量
が
多
い
所
は
ど
こ
か

な
ど
、
危
険
な
場
所
を
探
し
ま
す
。

ま
た
、
知
ら
な
い
人
に
声
を
か
け

ら
れ
た
り
、
追
い
か
け
ら
れ
た
り
、

危
険
を
感
じ
た
と
き
に
駆
け
込
む

「
こ
ど
も
一
一
〇
番
の
家
」
を
確

認
し
て
マ
ッ
プ
に
ス
タ
ン
プ
を
押

し
て
も
ら
い
ま
す
。

　

今
回
は
、
児
童
館
、
老
人
ク
ラ

ブ
、
女
性
ク
ラ
ブ
、
自
主
防
災
連

合
会
の
方
々
に
お
手
伝
い
い
た
だ

き
ま
し
た
。
こ
れ
を
き
っ
か
け
に
、

子
ど
も
た
ち
と
地
域
の
人
た
ち
の

交
流
が
深
ま
り
、
大
き
な
輪
と
な

る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
他
に
も
、
木
工
教
室
や
昔

の
遊
び
体
験
、
福
祉
夏
ま
つ
り
に

児
童
館
ま
つ
り
の
協
力
な
ど
、
さ

ま
ざ
ま
な
地
域
の
活
動
に
協
力
し

て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
地
域
全
体
で
子

ど
も
た
ち
に
寄
り
添
い
、「
地
域

の
宝
・
社
会
の
宝
」
と
し
て
応
援

し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

児童館まつり

木工教室

福島小学校区通学路スタンプラリー

渭東コミュニティ協議会

はじける笑顔、　地域の子どもたちとはじける笑顔、　地域の子どもたちとはじける笑顔、　地域の子どもたちと
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日
峰
山
は
夕
焼
け
小
焼
け

み
ん
な
で
楽
し
く
集
い
ま
し
ょ
う

　

勝
占
東
部
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議

会
で
は
こ
こ
数
年
、「
地
域
の
絆

　

笑
顔
あ
ふ
れ
る
コ
ミ
セ
ン
を
め

ざ
し
て
」
文
化
活
動
の
強
化
推
進

に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

　

ま
ず
、
常
設
ギ
ャ
ラ
リ
ー
を
設

置
し
て
、
住
民
の
皆
さ
ま
の
活
動

の
発
表
展
示
の
場
と
し
ま
し
た
。

　

次
に
、
二
十
六
年
度
か
ら
音
楽

活
動
を
推
進
し
よ
う
と
、
そ
の
前

年
度
か
ら
企
画
を
練
っ
て
き
ま
し

た
。
そ
し
て
、
ま
ず
始
め
た
の
が

コ
ー
ラ
ス
グ
ル
ー
プ
の
結
成
で
す
。

活
動
名
を
合
唱
村
、
グ
ル
ー
プ
名

を
ラ
ブ
リ
ー
と
し
ま
し
た
。「
合

唱
村
ラ
ブ
リ
ー
」
の
誕
生
で
す
。

　

毎
月
第
三
土
曜
日
の
午
前
中
、

一
時
間
三
十
分
程
度
活
動
し
て
い

ま
す
。
講
師
先
生
の
指
導
の
も
と
、

楽
器
演
奏
の
メ
ン
バ
ー
も
加
わ
り
、

合
唱
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

　

最
初
は
練
習
し
て
上
手
に
な
っ

て
発
表
の
機
会
が
あ
れ
ば
、
と
も

考
え
た
の
で
す
が
、
な
か
な
か
思

う
よ
う
に
は
…
。
み
ん
な
で
歌
う

こ
と
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

　

そ
ん
な
メ
ン
バ
ー
の
中
で
、
楽

器
演
奏
を
楽
し
み
た
い
と
い
う
人

た
ち
が「
音
楽
村
チ
ェ
リ
ー
ガ
ガ
」

を
結
成
し
ま
し
た
。

　

こ
ち
ら
は
、
毎
月
第
三
金
曜
日

の
夜
に
二
時
間
程
度
の
活
動
で
ギ

タ
ー
な
ど
の
楽
器
演
奏
を
楽
し
ん

で
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
今
年
に
入
っ
て
か
ら

「
歌
の
散
歩
道
」
と
称
し
て
、
リ

ク
エ
ス
ト
を
中
心
に
歌
い
た
い
歌

を
気
軽
に
楽
し
む
活
動
を
始
め
ま

し
た
。
こ
ち
ら
は
毎
月
第
一
水
曜

日
の
午
前
中
に
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
「
笑
顔
・
歌
声
あ

ふ
れ
る
コ
ミ
セ
ン
」
を
目
標
に
頑

張
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

ま
た
、
昨
夏
に
は
発
表
の
場
と

し
て
、
コ
ミ
セ
ン
で
「
ミ
ニ
ラ
イ

ブ
」
を
開
き
、
多
く
の
住
民
が
集

ま
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

　

こ
ん
な
中
で
特
筆
す
べ
き
成
果

歌の散歩道

ミニライブ

勝占東部コミセン「何してるかな」
垂水利恵子

１　勝浦川に白サギ舞って　勝占東部コミセン「何してるかな」
　　うきうき（うきうき）　わくわく（わくわく）　はずむ声
　　おとなり（おとなり）　誘って（誘って）　出かけましょう
　２　大神子・小神子潮風うたい　勝占東部コミセン「何してるかな」
　　ハイハイ（ハイハイ）　ララララ（ララララ）　歌いましょう
　　つながり（つながり）　あって（あって）　ふれあって
　３　日峯山は夕焼け小焼け　勝占東部コミセン「何してるかな」
　　みること（みること）　きくこと（きくこと）　かおること
　　みんなで（みんなで）　楽しく（楽しく）　集いましょう
　４　地域のきずなあたためあって　勝占東部コミセン「何してるかな」
　　にこにこ（にこにこ）　わいわい（わいわい）　すこやかに
　　夢

ゆめ

餅
もち

（夢餅）　ついて（ついて）　幸せに

会長　髙島　伸一
勝占東部コミュニティ協議会

「歌声あふれる
　　　コミセン」に

は
「
勝
占
東
部
コ
ミ
セ
ン
の
歌
」

が
誕
生
し
た
こ
と
で
す
。

　

こ
の
歌
は
、
活
動
に
参
加
し
て

い
る
ご
夫
婦
の
作
詞
作
曲
に
よ
る

も
の
で
す
。

　

冒
頭
の
二
行
は
、
こ
の
歌
の
一

節
で
す
。
こ
の
歌
の
歌
詞
の
よ
う

に
た
く
さ
ん
の
住
民
の
笑
顔
あ
ふ

れ
る
コ
ミ
セ
ン
に
し
た
い
も
の
で

す
。
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近
い
将
来
、
東
南
海
地
震
に
よ

る
災
害
が
予
想
さ
れ
、
各
自
治
体

や
地
域
の
防
災
意
識
が
高
ま
っ
て

き
て
お
り
ま
す
。
そ
こ
で
、
災
害

時
に
お
け
る「
自
助
・
共
助
・
公
助
」

が
重
要
視
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の

う
ち
で
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の

役
割
が
共
助
で
あ
り
ま
す
。
共
助

と
は
、
何
も
災
害
時
に
限
っ
た
こ

と
で
は
な
く
、
日
常
の
社
会
生
活

に
も
い
え
る
こ
と
で
す
。
地
域
住

民
が
意
思
の
疎
通
と
良
好
な
仲
間

づ
く
り
を
と
お
し
て
絆
を
深
め
る

こ
と
が
大
切
で
す
。

　

南
井
上
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会

の
最
も
大
き
な
行
事
は
、
毎
年
十

一
月
初
旬
の
土
、
日
、
月
曜
日
の

三
日
間
開
催
さ
れ
る
「
南
井
上
コ

ミ
セ
ン
祭
り
」
で
す
。

　

一
日
目
は
、
大
会
議
室
に
ブ
ー

ス
を
作
っ
て
バ
ザ
ー
を
行
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
女
性
会
が
中
心
と
な
り
、

住
民
か
ら
不
要
品
を
集
め
、
地
域

の
農
産
物
等
も
含
め
て
販
売
し
ま

す
。
安
価
で
購
入
で
き
る
と
あ
っ

て
、
開
始
前
か
ら
並
ぶ
ほ
ど
盛
況

で
す
。

　

二
日
目
の
日
曜
日
は
、
コ
ミ
セ

ン
前
広
場
で
女
性
会
、
小
学
校
の

保
護
者
等
に
よ
る
模
擬
店
が
開
か

れ
ま
す
。
特
に
う
ど
ん
、
た
こ
や

き
は
好
評
で
す
。
ま
た
、
児
童
館

も
遊
び
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
、
多
く

の
子
ど
も
た
ち
で
賑
わ
い
ま
す
。

一
方
、
隣
接
す
る
小
学
校
の
グ
ラ

ン
ド
で
は
、
地
域
の
十
二
地
区
か

ら
チ
ー
ム
を
作
り
、
グ
ラ
ン
ド
ゴ

ル
フ
大
会
を
行
い
ま
す
。
多
数
の

参
加
者
で
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

が
良
好
に
で
き
て
い
る
よ
う
で
す
。

グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
終
了
後
、
コ
ミ

セ
ン
玄
関
前
で
は
、
南
井
上
小
学

校
金
管
バ
ン
ド
が
す
ば
ら
し
い
演

奏
を
披
露
し
て
く
れ
ま
す
。
午
後

に
は
、
大
会
議
室
で
演
奏
大
会
が

行
わ
れ
、
終
了
後
、
お
楽
し
み
抽

選
会
も
あ
り
、
盛
り
上
が
り
ま
す
。

　

三
日
間
を
と
お
し
て
地
域
住
民

か
ら
提
出
さ
れ
た
絵
画
、
手
芸
、

生
花
等
の
作
品
展
示
を
し
て
お
り
、

こ
れ
に
は
、
保
育
所
、
幼
稚
園
、

小
学
校
の
園
児
、
児

童
も
出
品
し
て
く
れ

て
い
ま
す
。

　

南
井
上
地
区
は
、

地
域
力
向
上
と
絆

を
深
め
る
た
め
、
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会
、

公
民
館
、
社
会
福
祉

協
議
会
、
町
内
会
連

合
会
を
は
じ
め
、
各

種
諸
団
体
と
緊
密
な

連
携
を
と
り
あ
い
、

助
け
合
い
の
精
神
を

も
っ
た
、
幸
せ
で
住

み
よ
い
町
づ
く
り
を

め
ざ
し
た
活
動
を
し

て
い
き
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。

大会議室でのバザー

好評のたこやき

南井上小学校金管バンド 地域住民の作品展示

会長　松島　孝昌
　南井上コミュニティ協議会

「幸せ町づくり」を
　　　　　めざして
「幸せ町づくり」を
　　　　　めざして
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自
主
防
災
組
織
は
、
過
去
の
大

規
模
災
害
を
教
訓
と
し
て
、
住
民

に
よ
る
防
災
組
織
と
し
て
生
ま
れ

ま
し
た
。
比
較
的
新
し
い
組
織
の

よ
う
で
す
が
、
実
は
日
本
文
化
の

中
で
、「
向
こ
う
三
軒
両
隣
」
と

い
う
言
葉
が
あ
り
、
こ
れ
が
原
点

と
も
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

時
の
流
れ
と
と
も
に
社
会
環
境

の
変
化
も
あ
り
、
学
校
、
職
場
、

家
庭
、
地
域
社
会
な
ど
の
多
く
の

場
で
人
の
関
係
の
希
薄
化
な
ど
、

人
と
人
の
結
び
つ

き
が
弱
く
な
っ
た

と
い
わ
れ
て
い
ま

す
。

　

と
こ
ろ
で
、
阪

神
淡
路
大
震
災
で

は
、
住
民
の
助
け

合
い
に
よ
る
人
命

救
助
な
ど
で
改
め

て
自
主
防
災
の
力

が
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ

プ
さ
れ
、
こ
れ
を

契
機
に
、
国
の
災

害
対
策
基
本
法
、

自
治
体
の
地
域
防

災
計
画
な
ど
が
大

幅
に
改
正
、
地
域

防
災
の
要
と
し
て
、

公
的
に
も
自
主
防
災
組
織
活
動
が

大
き
く
期
待
さ
れ
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

　

最
大
震
度
七
を
記
録
し
た
阪
神

淡
路
大
震
災
、
新
潟
県
中
越
地
震
、

東
日
本
大
震
災
、
最
近
の
熊
本
地

震
な
ど
で
住
民
の
防
災
意
識
は
非

常
に
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
自
主
防
災
組
織
の
結

成
率
は
市
内
二
十
三
区
平
均
で
四

十
％
程
度
と
低
調
で
す
。
徳
島
市

で
は
結
成
率
に
係
わ
ら
ず
、
各
地

域
の
自
主
防
災
組
織
が
地
域
内
全

体
を
活
動
範
囲
と
す
る
考
え
方
の

も
と
、
二
十
三
区
に
自
主
防
災
連

合
組
織
の
結
成
を
進
め
、
育
成
・

指
導
の
強
化
に
乗
り
出
し
ま
し
た
。

　

と
こ
ろ
が
、
最
近
の
自
主
防
災

活
動
は
、
災
害
時
要
援
護
者
の
支

援
、
避
難
行
動
要
支
援
者
の
支
援
、

避
難
所
運
営
支
援
な
ど
、
そ
の
活

動
内
容
が
複
雑
・
多
様
化
し
て
い

ま
す
。

　

従
来
か
ら
の
自
主
防
災
組
織
活

動
の
み
で
は
解
決
で
き
な
い
事
象

も
多
く
、
地
域
の
各
種
団
体
と
の

連
携
が
今
以
上
に
求
め
ら
れ
て
い

ま
す
。

　

例
え
ば
、
消
防
団
、
学
校
、
民

生
・
児
童
委
員
、
社
会
福
祉
協
議

会
、
福
祉
団
体
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、

医
療
機
関
、
事
業
所
な
ど
の
連
携

が
不
可
欠
と
な
り
ま
す
。

　

そ
こ
で
こ
れ
か
ら
期
待
さ
れ
る

の
が
、
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協

議
会
で
す
。
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議

会
は
所
属
す
る
各
団
体
の
自
主
的

活
動
を
尊
重
し
、
そ
の
活
動
の
支

援
協
力
や
調
整
を
行
っ
て
い
る
と

思
い
ま
す
。

　

複
雑
化
す
る
地
域
防
災
活
動
に
、

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会
が
関

係
す
る
各
団
体
と
の
調
整
力
を
生

か
し
、
自
分
た
ち
の
地
域
は
自
分

た
ち
で
共
に
支
え
合
う
「
共
助
」

で
、住
民
が
一
体
と
な
っ
て
安
全
・

安
心
な
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
す
た

め
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会
活
動

の
今
後
更
な
る
ご
尽
力
を
期
待
す

る
も
の
で
す
。

（
津
田
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会
）

日
　
時
：
平
成
28
年
10
月
30
日
（
日
）

場
　
所
：
ア
ス
テ
ィ
と
く
し
ま

　

徳
島
市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
連
絡
協
議
会
・
一
般
社
団
法
人
徳
島
青
年
会
議

所
・
一
般
財
団
法
人
徳
島
県
観
光
協
会
の
共
催
で
「
わ
く
わ
く
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
フ
ェ
ス
タ
ｉ
ｎ
と
く
し
ま
」
を
開
催
し
ま
す
。

　

徳
島
市
内
各
地
区
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会
が
一
同
に
会
し
、
そ
れ
ぞ

れ
の
地
域
の
自
慢
の
芸
能
披
露
や
特
産
物
の
販
売
を
行
い
ま
す
。
開
催
日

当
日
の
駐
車
料
金
は
無
料
で
す
。

　

皆
さ
ま
お
誘
い
合
わ
せ
の
上
、
ぜ
ひ
と
も
ご
参
加
・
ご
見
学
に
お
越
し

く
だ
さ
い
。

自主防災とコミュニティ協働の避難所運営図上訓練

「
わ
く
わ
く
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
フ
ェ
ス
タ

　
　
　
　
　
　
　

ｉ
ｎ
と
く
し
ま
」
開
催

　
　
　

山
口　

勝
秀

津
田
新
浜
地
区
自
主
防
災
会
連
絡
協
議
会

自
主
防
災
活
動
と

　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会
活
動

自
主
防
災
活
動
と

　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会
活
動

自
主
防
災
活
動
と

　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会
活
動
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加
茂
社
会
福
祉
協
議
会
の
活
動

は
、
単
身
高
齢
者
福
祉
を
軸
に
、

加
茂
地
区
住
民
の
福
祉
を
目
的
に

さ
ま
ざ
ま
な
事
業
を
展
開
し
て
お

り
ま
す
。

　

ま
ず
、
単
身
高
齢
者
の
方
へ
年

四
回
、
加
茂
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
で
食
事
サ
ー
ビ
ス
と
ふ
れ
あ

い
交
流
会
を
開
催
、
ま
た
、
年
三

回
の
単
身
高
齢
者
の
方
の
自
宅
へ

宅
配
サ
ー
ビ
ス
、
ま
た
、
友
愛
訪

問
の
お
花
サ
ー
ビ
ス
、
年
間
八
回

の
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
実
施
し
て
お

り
ま
す
。

　

一
方
、
加
茂
地
区
住
民
を
対
象

と
し
た
、
三
十
二
回
を
数
え
ま
す

「
加
茂
の
夏
祭
り
」
の
開
催
。
例

年
二
千
名
近
く
の
皆
さ
ん
に
千
松

小
学
校
へ
お
越
し
い
た
だ
き
、
阿

波
踊
り
、
花
火
な
ど
を
楽
し
ん
で

い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
十
二
月

に
は
、
三
百
名
を
超
え
る
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
（
十
年
前
頃
か
ら
は
、
五

十
名
を
超
す
城
北
高
校
生
・
先
生

方
も
参
加
）
の
協
力
の
も
と
、
福

祉
餅
つ
き
・
バ
ザ
ー
の
開
催
等
、

年
間
を
通
し
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を

し
て
い
ま
す
。
今
後
と
も
、
よ
り

一
層
に
社
会
福
祉
協
議
会
活
動
を

実
践
し
、
地
区
住
民
が
安
全
で
安

心
し
た
町
づ
く
り
の
た
め
に
、
貢

献
し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

（
加
茂
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会
）

　

内
町
地
区
社
会
福
祉
協
議
会
の

代
表
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
て
、

早
く
も
六
年
の
歳
月
が
流
れ
ま
し

た
。
当
初
は
不
安
ば
か
り
が
多
く
、

戸
惑
い
も
あ
り
ま
し
た
が
、
皆
さ

ま
方
の
ご
協
力
を
得
ま
し
て
、
何

と
か
果
た
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

力
不
足
の
と
こ
ろ
も
た
く
さ
ん
あ

り
ま
し
た
。

　

当
方
で
の
取
り
組
み
を
少
し
紹

介
し
ま
す
。

一
．
友
愛
訪
問

　

七
十
才
以
上
の
独
居
の
方
々
に
、

粗
品
の
暑
中
見
舞
い
を
配
り
ま
す
。

二
．
お
食
事
会
（
な
か
よ
し
会
）

　

七
十
才
以
上
の
独
居
の
方
々

に
、
お
食
事
を
提
供
し
ま
す
。
レ

デ
ィ
ー
ス
会
の
方
々
が
、
カ
ロ

リ
ー
と
栄
養
分
を
考
え
て
献
立
に

し
て
く
だ
さ
い
ま
す
。
好
評
で
す
。

（
四
十
名
く
ら
い
の
参
加
で
年
五

回
開
催
。）

三
．
敬
老
会

　

八
十
才
以
上
の
方
々
が
対
象
で

す
。
毎
年
百
五
十
名
く
ら
い
の
参

加
が
あ
り
ま
す
。
幼
稚
園
児
の
お

遊
戯
会
、
楽
器
の
演
奏
な
ど
も
あ

り
ま
す
。

四
．
福
祉
ま
つ
り

　

バ
ザ
ー
を
中
心
に
餅
つ
き
、
う

ど
ん
、
ぜ
ん
ざ
い
な
ど
。
子
ど
も

た
ち
用
に
、
手
芸
や
手
細
工
な
ど
。

中
学
生
諸
君
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に

来
て
く
れ
ま
す
。
嬉
し
い
で
す
ネ
。

五
．
子
ど
も
た
ち

　

夏
休
み
ラ
ジ
オ
体
操
実
施
。
プ

レ
ゼ
ン
ト
付
。
市
民
遺
産
め
ぐ
り

実
施
。

　

こ
れ
か
ら
も
微
力
で
す
が
、
応

援
し
て
ま
い
り
ま
す
。

食事サービスとふれあい交流会

福祉餅つき

加茂の夏祭り

独居老人食事会「なかよし会」福祉まつり

H27敬老会で挨拶する
大 内町地区社会福祉協議会前会長

会長　阿部　靖司
加茂社会福祉協議会

加茂地区
社会福祉協議会の
活動について

加茂地区
社会福祉協議会の
活動について

　　　大　　和久

内町まちづくり協議会副会長
元内町地区社会福祉協議会会長

６年間を顧みて
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現
在
の
徳
島
市
北
沖
洲
四
丁
目

あ
た
り
は
、
昔
は
高
須
（
高
洲
）

と
呼
ば
れ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
頃

に
こ
の
あ
た
り
に
住
ん
で
い
た
と

伝
え
ら
れ
て
い
る
「
隠
元
狸
」
に

つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

　

マ
リ
ン
ピ
ア
沖
洲
へ
の
真
ん
中

の
ア
ク
セ
ス
道
の
手
前
に
、
隠
元

狸
の
肖
像
画
が
写
真
の
よ
う
に
描

か
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
壁
面
の
裏

に
、
隠
元
狸
保
存
会
が
由
来
の
看

板
を
建
て
て
お
り
、
秋
に
は
狸
ま

つ
り
の
オ
リ
エ
ン
テ
ー
リ
ン
グ
の

チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト
に
も
な
る
祠

が
あ
り
ま
す
。

　

由
来
の
看
板
に
は
、

　
『
む
か

し
、
こ
の

浜
は
、
松

林
と
葦
原

が
二
キ
ロ

メ
ー
ト
ル

も
続
い
た

荒
波
の
打

ち
寄
せ
る

海
岸
の
淋

し
い
松
並

木
で
あ
っ

た
。
此
処

に
た
く
さ
ん
の
狸
が
住
ん
で
い
た
。

中
で
も
変
幻
自
在
の
茶
目
っ
気
の

多
い
狸
が
居
っ
た
。
高
入
道
に
化

け
る
の
が
得
意
で
、

吉
野
川
を
ひ
と
ま

た
ぎ
す
る
ほ
ど
大

き
く
な
る
事
も
で

き
た
と
言
う
。
又
、

疾
風
の
よ
う
に
早

く
走
る
事
も
あ
っ

た
ら
し
い
。
村
人

達
は
こ
の
狸
を
隠

元
狸
と
呼
ん
で
い

た
。
金
長
狸
と
六

右
衛
門
狸
の
合
戦

の
と
き
に
は
、
双

方
の
陣
営
か
ら

「
加
勢
を
頼
む
」

と
度
々
の
要
請
に

も
な
か
な
か
動
か

な
か
っ
た
大
物
で
あ
っ
た
。
後
日

金
長
方
に
味
方
を
し
、
大
層
な
働

き
を
し
て
、
阿
波
の
狸
の
中
で
も

指
折
り
の
豪
傑
と
な
っ
た
。
ま
た
、

隠
元
は
子
分
を
持
つ
の
が
嫌
い
で
、

そ
の
く
せ
頼
ん
で
来
る
と
何
で
も

聞
い
て
や
り
、
面
倒
を
よ
く
見
て

や
っ
た
。
隠
元
狸
さ
ん
は
魚
が
大

変
好
物
で
、
漁
師
達
は
と
れ
た
魚

を
与
え
た
り
、
相
撲
を
と
っ
た
り

し
て
、
機
嫌
を
と
っ
て
お
く
と
何

時
も
大
漁
で
あ
っ
た
。
願
い
事
を

良
く
聞
い
て
く
れ
る
、
そ
れ
は
そ

れ
は
義
侠
心
の
強
い
、
愛
す
べ
き

お
狸
さ
ん
で
あ
っ
た
と
言
う
。』

　
　
　
　
　
（
原
文
ど
お
り
掲
載
）

　
　
　

―
隠
元
狸
の
由
来
か
ら
―

　

興
味
の
あ
る
方
は
、
一
度
訪
ね

て
み
て
く
だ
さ
い
。

　

第
十
四
代
藩
主
蜂
須
賀
茂
昭
公

は
、
明
治
維
新
に
大
き
な
足
跡
を

遺
し
て
い
ま
す
。
初
代
東
京
府
知

事
、
貴
族
院
議
長
、
文
部
大
臣
と

な
り
、
日
本
の
近
代
化
に
尽
く
し

ま
す
。
原
田
家
の
掛
軸
に
「
先
祖

の
遺
産
に
田
畑
以
上
に
学
問
の
重

要
さ
」
を
書
い
た
も
の
が
あ
り
ま

す
。
自
分
も
イ
ギ
リ
ス
の
オ
ッ
ク

ス
フ
ォ
ー
ド
大
学
へ
留
学
し
、
日

本
の
近
代
化
に
尽
く
し
ま
し
た
。

　

渭
東
コ
ミ
セ
ン
は
子
育
て
活

動
「
地
域
の
宝
、
社
会
の
宝
」
づ

く
り
に
が
ん
ば
っ
て
お
ら
れ
ま
す
。

加
茂
地
区
で
も
幼
保
・
小
中
高
校

の
活
動
や
内
町
地
区
の
夏
休
み
ラ

ジ
オ
体
操
支
援
活
動
な
ど
子
育
て

活
動
が
重
視
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
が
そ
れ
ぞ
れ

の
地
域
の
特
性
を
活
か
し
、
創
意

工
夫
努
力
の
も
と
地
域
の
活
性
化

を
目
指
し
活
動
さ
れ
て
お
ら
れ
ま

す
。
勝
占
東
部
の
音
楽
活
動
、
南

井
上
の
日
常
社
会
活
動
の「
共
助
」

に
よ
る
仲
間
づ
く
り
は
す
ば
ら
し

い
も
の
で
す
。
加
茂
地
区
や
内
町

地
区
の
福
祉
事
業
も
す
ぐ
れ
て
い

ま
す
。
特
に
津
田
新
浜
地
区
の
自

主
防
災
と
コ
ミ
セ
ン
活
動
の
提
言

は
重
要
で
す
。

　

沖
洲
の
「
高
須
の
隠
元
狸
」
の

紹
介
は
市
民
に
と
っ
て
宝
で
す
。

（
佐
藤
義
忠　

記
）

編
集
後
記

隠元狸の肖像画

沖洲に住んでいたと言われている狸たち
　　　　　　　　　−わが町沖洲から−

「
高
須
の
隠
元
狸
」の
紹
介

沖
洲
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会


